











































































Figure 1. 迷惑防止条例違反（痴漢）の発生場所割合 
（警視庁生活安全総務課生活安全対策第二係 (2017) より） 
 
 
Figure 2. 迷惑防止条例違反（痴漢）の被害者の年代別割合 
（警視庁生活安全総務課生活安全対策第二係 (2017) より） 
 



























強い被害3件について回答させた。回答者は，男性67名(平均年齢20.60歳, SD = 1.36），女性
115名(平均年齢20.61歳, SD = 1.28），性別不明1名，このうち被害経験者は48名（男性4名, 女
性44名）であった。
なお，本調査は東洋大学の倫理審査を受けて実施された。
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Table 2. 車両内位置別の被害件数 
 
 
Table 3. 車両混雑度別の被害件数 
 
 
Table 4. 被害を受けた身体部位別の被害件数 
 
 








































た。 (Table 2) 。車両混雑度について，乗車率が100％を超えている場合を満員電車，それ以
下を満員でない電車と定義し，それぞれの被害件数を算出したところ，満員電車における被
害件数のほうが多かったが，満員でない電車においても痴漢被害が発生していた (Table 3) 。
被害を受けた身体部位別の被害件数では，臀部が最も多く，次いで押しつけ，脚の被害件数
が多かった (Table 4) 。痴漢行為の持続時間については，一瞬で止んだ被害よりも持続的な
被害のほうがわずかに件数が多かった (Table 5) 。
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50% ほぼ ての さ ている。
100% に る、 り に かまる、ドア の りに かまるなどができる。
150% が う で、 を げて める。
180% は うが、 りたたんだ を める。
200% が い があるが、 なら める。
250% きは 、 に して ん が き がる。 の でドアが かなくなる。
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た (Table 6) 。女性の被害経験率は約37％，男性の被害経験率は約6％であった。平均被害回
数について，被害経験者内の平均回数は男性2.50回 (SD = 1.91) ，女性1.99回 (SD = 1.90) であ
るが，被害経験のない参加者も含めたすべての参加者における平均回数は男性0.15回 (SD = 









その結果，「持続型」と「一瞬型」の2つの類型に分類された (Figure 3) 。なお，聴取した被
害のプロットをFigure 4 に示す。各 Figure の縦軸は「車両内の混雑度」を示し，横軸は「被
害の持続時間」を示す。それぞれの軸の固有値，相関係数，寄与率，累積寄与率をTable 7 
に示す。分析には清水 (2016) のHADを用いた。






























































































































できた場合は講じることができなかった場合より「気持ち悪い」 (t(28.67) = 1.85. d = .58, p < 














Figure 4. 聴取した被害のプロット 
（◇は持続型の被害，◆は一瞬型の被害を表す） 
 
Table 7. コレスポンデンス分析の各軸の詳細 
 
 











次元 固有値 相関係数 寄与率 累積寄与
車両内の混雑度 .006 .080 .133 .133
被害の持続時間 .005 .071 .106 .240
恥ずかしい 気持ち悪い 怖い 怒り 困惑した 驚いた
対処あり MEAN (SD) 1.91 (1.38) 3.67 (0.32) 2.92 (1.38) 3.17 (1.19) 3.33 (0.58) 3.25 (0.63)
対処なしMEAN (SD) 2.00 (1.05) 3.20 (1.02) 2.00 (1. 6) 2.30 (1.59) 3.10 (0.73) 3.10 (0.74)
t -0.25 1.85 + -0.24 2.41 * 0.95 0.60
d -0.07 0.58 -0.07 0.73 0.29 0.18
df 41.90 28.67 41.18 37.90 38.58 39.34
p 0.80 0.07 0.81 0.02 0.35 0.55
+ p  < .10, * p  < .05
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対処なしMEAN (SD) 2.00 (1.05) 3.20 (1.02) 2.00 (1.26) 2.30 (1.59) 3.10 (0.73) 3.10 (0.74)
t -0.25 1.85 + -0.24 2.41 * 0.95 0.60
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p 0.80 0.07 0.81 0.02 0.35 0.55























ていることが分かった。被害経験者内の平均被害回数は男性2.50回 (SD = 1.91)，女性1.99回 
(SD = 1.90)，すべての参加者における平均被害回数は男性0.15回 (SD = 0.72)，女性0.70回 
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In Japan, a criminal act called ”Chikan” -　is an act of touching and mischieving a stranger's body in 
a crowded train　-　have occurring very often. This victims of ”Chikan” were mostly females, however 
sometimes, cases of males become victims occur. Therefore, in this study, it researched a questionnaire 
survey about ”Chikan” in the train to undergraduates, and analyzed to clarify the attributes and types of 
victims. As a result, it was become clear that 37.39% of female students and 5.97% of male students 
were suffering from ”Chikan”. In correspondence analysis, it was categorized to 2 types of victims as 
”lasting victimization” and ”victimization for an instant”. These unpaired t tests showed that the victims 
who can cope with ”Chikan” damage were anaerobic and angry over those who can’t deal with it.
Keywords: “Chikan”, sexual victimization, correspondence analysis
Survey on the incident of ” Chikan” to University 
students: type analysis of sexual victims.
OTAKA, Mina
